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図１。ｒｉ¶・ｒｉａと披皺･剛rlの採Ziとの|測係
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衰１．ｅｌｌｔ・ｒｉ●ｌｃよる群闇の能力の比叙
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　衷1.は、与えられた得点の醇間の比較である。群即こは0.1％水準で有意な差がみられた。つまり、こ

の２つの群は、明らかにマット運動の能力において異なる集団である。

　全休群の平均値（標準艇差）は、7 2.7（9.6）であった。

　　イ）採点の甘郭こついて

　　　　表2、群間の採点値の比較
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　衰2.11、僻闇の採点仙の高さの比較である．彙体擲の平均越（標章偏差）は、それぞれ7・･S（S.●jで

ｆ、Ｈｅ．１・との擢の櫓定lま1＝1.637で有意な差|まなか、た．

　衰２から、擲欄la虚．統計的|こlj有意な差はみられなか、fzが、上位爵の方が採点が僅い、つまり榛点

が皐い傾向があらぬﾀご．また、ｅｒｌｔ・ｒｌ・との組麗ｌｉｒ・＝－．３１９であ、た．

　　･1｀j採点の一一度|ごついて

　各初繭肴の標一とｕｌｌ・ｒｌ凰との相関は．・出のとおり、ｒ＝．９●７と轜めて高い．つまり採点の

高SIr傷勿なく、問推な採点一向（瑠位づけがー痙している）を郡しｔ。

　各柳の梱�孫撒のＲ･ｌｌ・|ま、上位群.●77～.自７４、Ｆ拉蔚．●ｅ２～．９５７であり、鐘力lこよる標点

傾向の●|まみられなか・だ．

り自己採点|こついて

　衰9.自己痙点、他者採点及ぴｅｒｉｔ・ｒｌ●との比較
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　衰31ま、自己採点と他者採点及ぴｅｒｉｔ。ｒｉ・との�孫を検討した１のであるが、能力上ａ群、下位

擲●闇わず、本機馥者剖li、ほぽ擾自な自己榛点を示した。

－3←




